
0ηcαεα耀d♂妙rαη8α及びC・～粥αε〃3spのNauphusに就て聾・

　　　　　　　　　　　　　　花　　岡　　　　　資

　　　　　　OnNauphuscf伽侃ε”緬ゴθ・7て照監ardσ‘，・忌’鰍IP隅）．

　　　　　　　　　　　　　　　　TASUKU　HANAOKA

　14eta！110rρhosis（〉f　Naup1茸　拒ad　been　observed　by　many　investig＆ters　on　several　species　respecti－

vely（〉f　every　family　of　Capep）d乱exceptσα縦霧αc敵～雌in　Subξ〉rder（7！ノ澗πoμ6α，0ηoαθ乞dα8，σ01Ψ8α麗4αθン

五’Tgα8露麗dα8こand　Mo7〃易o競♂砺dαθin　Suborder　PodgP重ea・

　Heretheautherreportedonthef・m・fNauplii・fOπ6αεα呪醜如ワ・㈱αandσ・？ツ6働88P，

These　two　species　seemed　to　have　strong　natures（〉蛋the　pelager，especlally孟nσ07Ψ8αθ1裾B〔）thhave

the　pelagic　tyρe　ot　appehdages　which　is　seen　usually　in　Gymnoplea．

　So　muchdevelopedform　ofthe　lst　MaxillaandEn（10p（》diteofthe2nd　Antem｛a　a3h＆s　O瑠αθα一

観ed．and　tha北of　the　Ist　Antenna　ofσ07ダ魔飾s3p．wele　st－ch　as　suβposed　to　be　a？eculiar　form

of　Gymnople＆and　never　to　be　seen　in　Podoplea．Buしat　the　s穀me　time，しhey　shQw　the　chara－

cters　as　Podoplea　in　the　form　of　L＆brum，furca　and　especia11y　in　masticatory　process　on　the　lst

segment　of　Endopodite　of　M乱ndible，where　they　sh（〉、）a　very　near　relation　toσ鋼o，昭α8、

　σo瑠6（乙e％8　Nauplius、vere　obtained　by　hatching　しhe　eg9，　but　cou1（1not　be　reared　up、

　Out（）f　three　stages　of　Oπoα8α　Nauplil　whic振aYe　neし一sampledナtwo　were　ob3erved　to　be　the4出

and　5th　stages，an〔1the　other　one　is　deヒerm　ined　to　be　the　3td，　extrapolaしing　the　following　equa－

tion：Bニβeω8，where　B　ls　body　length，S　is　stage－number7αandβare　cQnstants．

　　Copep」daのNaupliusほ今日迄に各familyのものにつき，小数宛知られているが，Subζ）rder　Gymno

　pleaではσα7κ」αo麗♂αc，Sub（》rder　PQdopleaでほ　0ησαe湿αe，　σ07Vα‘6掘αe，　五7？・卯s臨磁召　卓随　躍o，・㎜o窺露乞面θ

　の各familyのものについてほ未だ観察ン報告ざれたもの．ボないQ著者ほ　0％o罐磁θ並ぴに　σ07Ψ6αc曜‘58

　のもの各一種につき観察することが出来たク）で・此処に報告するo

　　　I　　O賜侃8α伽θ碗ごωワ物％θα　Nauplius

　　　足擢岬附近の表面緩集planktOn中に成体と共に本種のNaupliusの数ケstageが多数混在．するものを

　得たQ成体の有する帯黄淡赤褐色の光麹ある色素と同じ色・素を有し，特にAρpendage並びにその附属毛

　　にlj：可成りの着色を有するので直ちに弁別出来るQ得られたものほ大中小の三種であつた1脇何れもMaxilla

　　を有し，　Metanaupliusなることを示している・がシその5ち大並に中型のものぱ　斑axmaがb量ramous

　　になつている。全てのCopepoda　NauPIiusほ特殊のもの　〔潔・糎性なる刀％伽磁∫αp・π伽の如き）　を除

　　き，第4Stageで本附属肢ほ　BiγamGusになることから見て，この2つがそのStage以後のものであ

　　ることは明かであるQ而して大型のものはまだ溝浮肢を分化せぬ点から，之は第5　Stageで凌）り，中型

　　のものほ第4Stageてi蓑）ると．環、て聞違いないQ

　　　次に．？odopleaほ例外なくOrthonaupliusほ1ケStageで浅）る点から・小型のものlj一第2或ほ簗3

　　Stageであるo今本種の晩皮による体長伸長の形式が体長を君とし，Stage数を8とした時，

　　　　　　　β＝β8αs………〔1）　　（α，β想こ常炎交ノ

　　　邸ち又rogB＝♂o〃β＋α・μ・8

　　で表ぽざれるとするQ

　　　上寵大中小3者のβほ夫々0。18勉m，0。150視m及0・125柵”轟で前2者の8＝5及び4に対応するJoμ刀

　　の値を図上に結び，之を延良したものがS＝2及び3を過ぎる時の勾β即つて又Bを求めると，

　　　　　　　8＝2の時　　B＝0。102m㎜

　　　　　　　8＝3の時　　B；0．125鴉m

　　となり，Stage3の場合の体長は丁度此の小型の～』のの体長と一．致するo印ち之は第3Stageの個体で
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　　　　　　Fig2・　　　Nauplius　of　Oπ6α8α　mε♂乞一

　　　　　　　　　勧・α％αNauplius

　　　　　　　　133rd　Stage　　2ご4th　Stage
　　　　　　　　3：5t卜　Stage　4：Labr覗m　of
　　　　　　　　4th　Stage　　5：Furca　of　4th

　　　　　　　Stage

　今之によつてω式の係数を示すと

　　　　　　　　β＝70θo・195s　　　　　　　　（3）

となるo此のα＝0．195の値はσ召ηご70Pα¢d融のものと同程

度で沿岸水中のEuplanktonic　Copepod＆の有する笹であ

り，真の大洋性とほ言えないが，・浮游脅性の比較的強い性質

のものと見られるQ特1こPodople＆中でぽ特殊の釧1外（二

次的にCreeperよりPelagerに変つたと考えられるLoπgゆeゐα

Nauplius）　を除いてほ之に匹敵する程の大きい成長係数を

有するものはないQ印ち比較的Gymnopieaに近いものと言

5ことが出来るQ

　各Stageについての形態’ま図示すろ・通り（『第2図）体形

ほ』Gymnopleaの如く酊成り豆形で伸長し，附属肢も比較的

細長で，後述の（701ツ6αθ！68と同様m＆ndible乃－至、瓢axilla

以下の体長が長いのが著しい。体巾に対する体長の比題約

2．4～2。8で，σ卯シcαθ鵬の2．2と共に，PQdQPlea中の初期

Nauphusでは之程の大きな値を示すものぼないQ

　後体部の伸長度，その形或ほ附属物の形態ぽ0齢侃αによ

く似ているQしかし0麟oπαのよ5にLabmm以下の腹面

に棘の排列ぽ見られないo

　Labrumは0齢㎝αの凌）るものに似ている（2）L』かし之も
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Oiしhona程その腹面に棘の排列がない。　Labrum下面の棘も数・ボ少く，1両端に凌、るものほOithonaの3に

対し之ほ1で稻長い（第2図，4）
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　後体部の紳長度叉猿端郭Furcaの附属物もOithDnaに酷似している（第2図，5）各附属暉，一般にぞ

ゐ附属毛ほ少い。

　第1Ante皿na（3図 扁η二にぼならず，根、俸状で附属拗’ま第5Stageでも甚だ少いQ第3Stageでぽ第

2節・（、Schaft）にぽ1本の長い羽状毛が浅）るのみで之ほ第3節（Blatt）の長い2本の毛より稽々長いQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－59一



　第4StageでSchaftのr協呈に1の短棘が生じ，舞5Stageで更に今・一・つ長毛と短棘の間に生ずるQ第

3翫ageで跡にSchafしの中央部に痕跡的な麗界うミあるが，第5Stageで之ほ胆瞭1こなるQ此の第5

Stageに於ける形状ぼGynlnopleaのP・）ntellida3の或るもの，k3）PodっpleaのCyclopidaeの比較的Pla－

nktQnic　lifeのもの（Cyclop曝Leuckarti④〕，Oithona helgolandical象！3）に見られるのと同様で湊）るo

　第2Antema（第4図）Labrumが比較的体の前端近くあり，本附属肢も第I　Antennaと共に体の上

端近くあるの・グ著しいo　Coxopoditeには発達した大きな彊い歯棘が2ケ湊）ろo

　Basipoditeにほ第3及び第4Stageに1の，第5Sしageに2の小棘があるのみで湊）るo

　Endopoditeほ第3，第4Stage看は第1，第2筋lj癒合しているボ，．第5Sヒageで中程に湊）る附属…E

ほ1本を暦して2本になると共に痕跡的な境界を示し2聯；に分離する傾向を示すに至る。　Gymnopleaの

Calani（ねeでは後期Naupliusで2節になるの1♂普’通に犀、られる所であるが，　P・）dopleaに於ける此の分

化ほ著Lいものと冒へるQ

　ExoPoditeほ第3，．第4Stageで5’節，第5Stageで6筋に：なるQしかしGymnOpleaのもの及びCy－

dopid＆eのものの様にExoPoditeの基部に小筋を分離すろことほなく，第5Stageの第1筋ぽ長大なま

まであるQ

　瓢andible（第う図）Cydopidaeのものに酷似するo

　　Coxopoditeほ小ざく歯形成せず，単に1小毛を附けるのみであるQ

　　Basipodite　lま大形で2本の毛ありQ

　Endopodite第1飾ほBasipodi［eから完全にほ分離せず，その附属歯ほ大きく膨出した隆起部にフオー

・ク状の3本の棘として附いている，その形ほOithona②，（5）及びPlanktonic　Cyclopsのものと同様q）で湊）

るが，之等よりも更に第1笛そのものの如く隆起しているo

　Exopoditeほ一般と同様に4節で各籔．弱状毛を有すろ。

　第1Maxilla（第6図）第3Stageでほ小毛を附した小突起であるが，第4Stageで1∬成り大形にな

つて内外黄に分れ各1毛を有するQ第5Stageでほ更に伸長し，目、内黄ほ3節に痕跡豹の分難グ見られ，外

竣ぽ1節で凌）るが7大毛の池に2小毛が生ずろQ　pr（）topodiしeにほ端と中央部！こ夫々L毛湊）り，　basipG－

diteとCoxopoditeに分れることを暗示しているQ第5　Stageで斯くの如く内葉，の分籔・ボ見られるのほ

珍らしく，Gymn6pleaでもCalanidaeのEupelaglcのものに見られろに過ぎないopodopleaでほ此

め鯛ほ未だ知られていないo本種の著し特微と言わねばならない。

　I　　COrycaeus．　sp．　の　Nauplius

　昭和18年4月16日油壼湾口のPlankton中に卵嚢を有する成体を得，之を飼育した所，18日から19日に

かけて贈化した。非常に潭游性彊く，水面近くを泳いで居り，水面をピペツトで強く吸い坂つた時1尾入つ

たQ　Or山on我upliusであつて，其後途に成長したものを律ろことが出来なかつたQ

　本Naupliu5の形態ljP殆ど完全なPlankヒon　typeで，附属肢ほ細長で，動きも極めて較快であり，生

時PまMandlbleほ体軸に並行1こ腹面につけ，第1及び第2　Antennaのみを放射状に出しているo故に幽

時ぽMandibleの詳細を見ることほ殆ど不酊能で，唾M孤dibIeのBasipoditeが幅広く長い特徴を有す

るのを殊更に明瞭に窺5ことが出来るQ体長ほ約0・1㎜％体幅0．046㎜恥，斑andible以下の体が著しく伸長

していて体長／体幅ほ2・2に蓮するo

　Labrumほ褐色，陽管内ほ緑色であろ。之ほ醇化前，卵嚢中に凌）る時がら線色を…呈している。赤色小眼

，点カミあり，　附属肢1ま・透明，Carapace　ζ3薄いO

　GゾmnoPlea，のNaupiiusと見違い易いが，Mandible内藁の第1節の歯をつけている場所の隆起は明際一

で可成り大きく，叉毛でなくて2ケの可成り強い歯棘をつけている、点，及びfurcaの附属棘が左右広く開

いていて，目、棘が太く長い点からPodople∂なることが知られるQ

　Lかし第1Antennaの第2筋（Schaft♪ほ端1こ1』毛を有するのみで，第1筋　l『Wirbel、の端1こもL毛

を有することほ1普麺のNa11pliusAntemaのScむaft（4）・（1ヌ）に於ける3区分中の第1区分が本来のWirbel

と癒合していると見るべきであり，此の種の第1AntennユぽGy＝nnopleaのPontellidaeのものに見
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られる所く2）・◎であつて現在でほそれ以外にほ観察されていない形であるo

　痙属決定上，又Phylogeneticに重要な形質と考えられるBlandible内藁第1節の歯もPontellidaeと

似た点があり，本属とPontellidaeとの間の類似性を示ずものがあるが，本種がOrthonauPliusのみしか

観察出来なかつた点が甚だ遺憾．で凄）るQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　1論

　Oncaeamed．及びCorycaeussp・のNaupliusは共1こ可成りの程度のPelagにIifeを邊るものと見ら

れ，Corycaeusに於て特！こそ5であるo共に附属肢の形態に於ても，　GymnoPleaに見られる如き形質

を有するo特1こOncae哉med・の第1Maxilla，第2Antennaの内葉の発達・Corycaeus　sp・の第1An－

temaの形状等ほPodoPleaにほ見られず，Gymnoplea特有のものと考えられたもので湊）るoしかし又

一方Oncaea　med．ほLabrum，furca特にMandible内葉第1節の歯等に於てCyclopidaeと非常に近

縁なることを示しているo
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